
【様式１】 

① 食育月間の取組 

 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
鳥取県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
米子市 

取 組 の 名 称 
いきいきこめっこプロジェクト 

実 施 時 期 
６月食育月間から開始 

取 組 内 容 いきいき こめっこ プロジェクト」の実施について 

 ～いきいきと豊かな心を育む学校給食を目指して～ 

 

１ 「いきいき こめっこ プロジェクト」の実施目的 

本市の学校給食では、普段から米子市や鳥取県の地元食材を取り入れた料理や、

米子市に伝わる郷土料理など、特色ある給食献立実施に取り組んでいる。 

今年度からは、これまで以上に食やふるさとの魅力を伝え、「食べる楽しさ・学

ぶ楽しさ」を子どもたちに届けることによって、いきいきとした豊かな心や郷土愛

を育むことを目的に、給食に係る取組を食育の視点で再構築し、さらに充実したも

のにしていく。 

また、本市の総合計画と関連付け、毎月の食育の日を『いきいき こめっこデー』

と名付けるなど、覚えやすいネーミングでプロジェクトを展開していくことで、児

童生徒や保護者などに対してより一層発信力を高めてＰＲを行う。 

 

２ 「いきいき こめっこ プロジェクト」の主な実施内容 

 児童生徒の給食や食に対する興味・関心を高めることをねらって、次の事業を実施

する。 

（１）「いきいき こめっこデー」の実施 【毎月１９日】 

６月の食育月間から、毎月１９日の食育の日に、地元食材を取り入れた給食献立

を実施する。 

（２）「いきいき こめっこレシピ」の市報への連載 【毎月】 

給食献立等のレシピを市報に連載し、児童生徒・保護者・関係者等の理解を深め、

連携を図る。 

（３）夏休み料理教室の実施 【８月】 

参加者が食に関する理解を深め、実生活に活かすことができるよう調理実習や

食育講演を行う。 

（４）ふるさとの食材を使った「こめっこ献立」の募集【募集７月から１０月/実施１月】 

 

デ
 米 子 市 
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ふるさとの食材を使った献立を積極的に募集し、採用された作品を給食献立に

取り入れ、給食だより等に掲載する。 

 

３ 食育月間の実施内容 

５月２９日市長定例記者会見で「いきいき こめっこ プロジェクト」の実施を発表 

 

 

 

 

 

 

 

６月 １日 広報よなご６月号に「いきいき こめっこデー」の開始について掲載 

６月 ８日 ＤＡＲＡＺ ＦＭで取組について情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１９日 初回の「いきいき こめっこデー」  

※給食だより「こめっこ」６月号（号外）配布 

      市長 明道小学校で給食を試食 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月 以 降   毎月１９日の食育の日に、地元食材を使用した給食献立を実施 

７月１０日 日本海新聞情報誌「うさぎの耳」にいきいきこめっこプロジェクトの 

内容を掲載 

７月 以 降 毎月、広報よなごに「いきいき こめっこレシピ」を連載し, 

給食献立を紹介 

 

※日本海新聞（５月３０日） 

市長定例記者会見の記事 

※ＤＡＲＡＺ ＦＭ収録の様子。こめ太とこめ子もブースの外で応援。 

※学校栄養士の給食時間の指導の様子 ※明道小学校で市長が給食を試食 



６ 初回（６月１９日）の「いきいき こめっこデー」の給食 

（１）当日の献立 

  玄米ごはん、牛乳、とっとりっ子煮、さわらの西京焼、きゅうりの甘酢和え 

（２）新メニュー「とっとりっ子煮」に入っている地元食材の産地 

  白ねぎ、焼豆腐、こんにゃくは米子市内産。鶏肉、干しいたけは鳥取県内産。 

 

７ 米子市学校給食キャラクター「こめ太・こめ子」の出没情報 

（１）「こめ太・こめ子」とは？ 

   県内市町村において初めて３Ｄレベルで誕生した学校給食キャラクターで、

ゆるキャラグランプリ２０１５にもエントリーし、初出場ながら県内４位に入

るなど大健闘した。 

（２）６月１９日の「こめ太・こめ子」の出没情報 

給食や食の大切さ、「食べる楽しさ・学ぶ楽しさ」を子どもたちに届けるため、

給食時間に、明道小学校に出没。 

今後もいきいきこめっこデーに、栄養教諭、学校栄養職員とともに食育を推

進していく。 

 



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

 

鳥取県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

 

倉吉市 

取 組 の 名 称  

親子で学ぶ食の教室 

実 施 時 期  

６月 

取 組 内 容 １ 目  的 

  給食センターにおいて、親子で一緒に学習したり給食を食べたりする 

ことを通して、食の大切さを学び学校給食への理解を深めること 

 

 

２ 内  容 

（１）調理場見学（調理の様子を見る） 

（２）給食クイズ「見て！聞いて！学んで！」 

（３）ビデオ視聴 

（３）食の学習 「３つのなかまをそろえて食べよう」 

（４）給食試食 準備、親子で会食、後片付け 

 

 

３ 対  象      

  市内全小学校１年生及びその保護者 

  ※各学級毎に実施 

（6 月 11 回､7 月 4 回、9 月 2 回、10 月 2 回、12 月 1 回） 

   

 

 

 

 

 

 

 

（調理場見学）            （食の学習） 

  

 



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

鳥取県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

倉吉市 

取 組 の 名 称 食育特集記事の市報掲載 

実 施 時 期 ６月 

取 組 内 容 昨年度、「倉吉市いきいき健康・食育推進計画」の中間評価を行いました。その中

の「食育」の分野の内容を市民に情報提供するために、６月号の市報に「食育のすす

め」と題した特集記事を掲載しました。 

計画の「食育」に関する取組の具体的な数値目標の中で、「食事の手伝いをする子

どもの割合」について、幼児は増加しましたが、小学生の割合は著しく減少しました。

そのため、幼児、小学生、中学生に分けたお手伝いの例を紹介し、お手伝いを無理な

く続けるポイントについて掲載しました。 

また、食生活改善推進員の活動として、家庭訪問を行って各家庭のみそ汁の塩分測

定を行う取組の結果について、県と倉吉市の結果を比較した状況を掲載しました。み

そ汁の標準的な濃さ（0.8～1.0％）の家庭は県よりも多いが、濃い（1.2～1.6％）家

庭も県よりも多い状況であったため、みそ汁の塩分を控える工夫について紹介し、薄

味と野菜をたっぷりとる食習慣の定着について伝えました。 

合わせて、食生活改善推進員の養成講座を３年ぶりに開催する記事も掲載し、市民

の食生活改善についての意識啓発の取組を行いました。 

 

 

市報６月号「食育」の掲載サイトは下記のとおりです。 

https://www.city.kurayoshi.lg.jp/gyousei/div/kikaku/kikaku/8/shihou/19/ 

 












